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【目的】

　放射線被曝 に よ る 障害 は、放 射 線 に よ っ て 生 体

内 に 生成する活性酸素 ・フ リーラ ジ カ ル が 原因 と

考えられて い る。こ こ で 生 じ る 活性 酸 素 ・フ リー

ラ ジカル は、極めて 反応性 が 高 く、生 体成 分 と容
易 に 反応 して 生体 に 傷害 を及 ぼ す。緑茶ポ リフ ェ

ノール をマ ウス に あ らか じめ 投与 して お く と、 放

射線被曝 に よ る障害をあ る程度防 ぐこ とが で き る。
これ は 緑茶ポ リ フ ェ ノール の 抗酸化作用 に より、
放射線 に よ っ て 体内 に 生 じる有害な活性酸素 ・プ

リーラ ジ カ ル を 消去 したため と考える こ と が で き

る 。 あ らか じめ 放射線 に 被曝す るこ とがわ か っ て

い る場合 に は 、緑茶 ポ リフ ェ ノ
ー

ル を 予 防 薬 と し

て 便用 で きる 可能性がある。しか し多 くの 場合 、

放射線被曝 に よる 障害 は 予 期 せ ぬ 状況 で 起 き る 。

放射線 被曝 に よっ て 生 じた有害な活性酸素
・プ リ

ー
ラ ジ カ ル が 、生 体組織 に い っ た ん 障害 を 与 え た

後で は、緑茶ポ リフ ェ ノ ー
ル の 抗酸化作用 に は期

待 で き な い 。緑茶ポ リ フ ェ ノール は、抗酸化作用

の み な らず非常 に 多 くの 生 理 活 性 が 知 られ て い る

こ とか ら、放射線 を 被曝 した 後 で も、放射線障害

を防御 で き る 可能性 が あ る 。 こ の 可 能 性 を 本研究

で 追求した。

【方法】

　3週齢 の ICR 雌 マ ウス （日本SLC （株））を購 入 し、8
週齢で X 線照射実験 に 供 した。 緑茶ポ リフ ェ ノー

ル （ポ リフ ェ ノ ン 70S （東京 フ
ー

ドテ ク ノ（株｝）の 投与

は次の よ うに 4通 り行い 4 つ の 実験 群 を 設 け た 。 1｝
X 線 照射 4 週 間前 か ら緑茶 ポ リ フ ェ ノ ール を

O．Ol ％ 含 む 飲 料 水 を 自由 に 飲 ませ 、　 X 線 1Gy を 全

身照躬 した 後 、 緑茶ポ リ フ ェ ノール を含 まない 水

を飲 ませ た。 2｝x 線 IGy照射 4週間前、照射後 と

もに 緑茶 ポ リ フ ェ ノール を 0．Ol％ 含む 飲料水を自

由 に 飲 ませ た。3》x 線 IGy照射直後、緑茶ポ リフ

ェ ノ
ール 2．4mg 〆0．l　 ml 生食を経口投与 した後、

緑茶 ポ リ フ ェ ノール を 0．OI％ 含む飲料水を自由 に

飲 ませ た。4 ）X 線 照 射 前後 とも に水 を飲 ませ た。
それぞれ の 実験群の マ ウス か ら 、 X 線照射直前と、
x 線IGy 照射後241時間おきに 未梢血 を、ア ク リジ

ン オ レン ジを塗布 したス ライ ドグ ラス 上 に採取 し 、

網状赤血球 の 小核試験を実施 した。

【結 果 ・考察】

　x 線 IGy 照射 に よる小核出現頻度 は、照射後、
時間 と とも に増加 し、48時間後 に 最高 と なっ た 後、
減少 した 。 IGy の x線 照射 4 週間前か ら緑茶ポリ

フ ェ ノール を飲料水 に 混ぜ て 与 えた場合、水の み

を 飲料水 と した 群と比 べ て 照射後 の 末梢ifn小核誘

発頻度に有意な差 は み られなか っ た。一・
方、照射

前 ・照射後 と もに 緑茶ポ リ フ ェ ノール を与えた場

合、小核 の 誘発頻度が約20％低 くな る傾向が 見 ら

れ た。また、X 線 照 射 後 の み に緑 茶 ポ リ フ ェ ノー

ル を与 え た 群で は 、 小核誘発頻度が 約 29％ 減少 し

た 。 緑 茶 ポ リ フ ェ ノール は、マ ウ ス の 未熟赤血 球

中に お け る X 線誘発小核 の 出現頻 度を有意 に 減少

させ る 効果を示 した。特 に、X 線 照射後の 緑茶 ポ

リフ ェ ノール の 投与が 、小核誘発を抑制 し た こ と

は 興味深い 。こ れ まで 、放射線影響の 生体内標的

と して DNA が 注目さ れ て きた。筆者 らは シ ョ ウ ジ

ョ ウバ エ を用い た 加 vivo 試験系 にお い て 、 放 射線
が 生体内で フ リーラ ジ カ ル ・活性 酸素を 生 じ遺伝

子損傷 に 結びつ くこ と、さらに ラジ カ ル 捕捉剤 に

よ りフ リ
ー

ラジ カ ル ・活性酸素を消去す る こ とで 、
DNA 損傷を軽減で きる こ とを示した。その 後、緑

茶ポ リ フ ェ ノール が実際 に 生体内 で、放射線 に よ

っ て 生 じた フ リーラ ジ カ ル ・活性 酸素を消 去 す る

こ とに よ り、DNA 損傷 の 頻度を抑制する こ とを報

告 した 。 今回 の 実験で は、マ ウ ス の 未熟赤血 球中

に お け る X 線誘発小核 の 出現頻度 を指標 に 、緑茶

ポ リ フ ェ ノール に よ る 抑制効果を明らか に し た。
今回マ ウ ス に 投与 した緑茶ポ リフ ェ ノー

ル （ポ リフ

ェ ノ ン 70S ｝の 量 は 、マ ウ ス 1匹 あ た り 2．4m9 〆day
で 、ヒ トの 日常 生活で 考える と 、 体 重 当た りに換

算 し1日に約50杯 の 緑茶 を 飲ん だ と きの ポ リフ ェ ノ

ール 摂取 量 とほ ぼ 等 しい 。 マ ウ ス に 投 与 し た ポ リ

フ ェ ノ ール の 量 は、ヒ トが 日常 生 活で緑茶か ら摂

取して い る量より多い と考 え られ るが、最近 で は、
緑茶飲料な どに 高濃度 の ポ リフ ェ ノール を 含む も

の も多 く、ヒ トが 多量 の 緑茶ポ リ フ ェ ノール を摂

取する機会 も多 い 。今後、投与量 、 投与時期 、 作
坩 機構等 に つ い て さ らに 詳細 に 検 討し、緑茶ポ リ

フ ェ ノール を用 い た、新 しい 放射線障害防御法を

開発 したい 。
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